
科目名 スポーツビジネス特論 

     Sport Business 
選択 2単位 

学期・曜日・時限 秋・月・4限 秋・月・5限 - - 

担当教員名 西原 康行 e‐mail  

＜講義の概要と目的＞ 

(1)概要と目的：スポーツという商品特性を理解したうえで、マクロ分野における経営戦略論及び組織

論を援用して、スポーツマネジメントの特異性について学ぶ。 

(2)到達目標：「イノベーション」と「ソーシャルキャピタル」を中心に、地域性の中のスポーツマネ

ジメントについて理解を深める。 

＜講義計画＞ 

1週目：＜ガイダンス及びスポーツ科学の中での位置づけ＞ 

・15週の内容と評価について理解するとともにスポーツマネジメントの科学的位置づけを理解する。 

2週目：＜スポーツの歴史から見る特性＞ 

・スポーツの商品特性について古代、中世、近代とレビューする。 

3週目：＜スポーツの社会性から見る特性＞ 

・現代社会におけるスポーツの商品特性を経済・政治・メディアの観点でとらえる。 

4週目：＜スポーツマネジメントの構造論＞ 

・スポーツマネジメントの構造を事業論と関連させてとらえる。 

5週目：＜スポーツマネジメントの過程論＞ 

・スポーツマネジメントの構造を過程の変化としてとらえ、スポーツマネジメントの実践に近づける。 

6週目：＜地域ロイヤリティとスポーツマネジメント①＞ 

・ヨーロッパサッカーを援用してスポーツマーケティングを理解する。 

7週目：＜地域ロイヤリティとスポーツマネジメント②＞ 

・ヨーロッパサッカーを援用してマーケティングからマネジメントへの変換について理解する。 

8週目：＜スポーツのイノベーション①＞ 

・Jリーグを中心にイノベーション事例を理解する。 

9週目：＜スポーツのイノベーション②＞ 

・プロ野球を中心にイノベーション事例を理解する。 

10週目：＜ソーシャルキャピタルとスポーツ①＞ 

・ソーシャルキャピタルとしてのスポーツの社会的背景について理解する。 

11週目：＜ソーシャルキャピタルとスポーツ②＞ 

・地域スポーツクラブを事例としてスポーツの共益性事業について理解する。 

12週目：＜スポーツマネジメント事業計画立案①＞ 

・地域スポーツクラブの市場規模設定を行なう。 

13週目：＜スポーツマネジメント事業計画立案②＞ 

・地域スポーツクラブの原価主義に基づく事業設定を行なう。 

14週目：＜スポーツマネジメント事業計画立案③＞ 

・地域スポーツクラブの会費・参加費・スポンサー費・補助金等の収入設定を行なう。 
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15週目：＜まとめ＞ 

・安定した地域スポーツクラブ事業計画の最終調整を行なう。 

＜講義の進め方＞ 

60 分のレクチャーと 30分のディスカッション、12週目～14週目はグループで事業計画作成 

＜準備学習内容＞ 

前回授業時に関連した資料を提示するので、次回授業時のディスカッションに耐えうる資料収集やま

とめを行なっておく。 

＜教科書及び教材＞ 

授業時に資料配布 

＜参考書＞ 特になし。 

＜成績評価方法＞ 

欠席 6回以上は成績評価しない。講義内でのディスカッション（50％）・レポート（50％）で評価する。 

＜履修条件＞  スポーツに興味のある受講生 

＜DVDによる視聴＞ 可 

＜オフィスアワー＞ 月曜 18：00-18：30 

＜その他＞ 特になし。 

 


